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ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
市
民
の
裾
野
を
広
げ
、

市
民
活
動
を
支
援
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
た
め
に
は
、
市
民
が

集
い
交
流
し
、
学
び
合
う
拠
点
施
設
が
必
要
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ

ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
区
や
自
治
振
興
会
な
ど
地

縁
型
の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
目
的
型
の
市
民

活
動
団
体
を
は
じ
め
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
つ
な
が
る
場
と
な
る
よ
う
、
平
成

31
年
４
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
　

　

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）ま
ち
づ

く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
検
討
懇
話
会

で
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◉
施
設
概
要  
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敷
地
面
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６
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６・４
０
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施
設
内
に
は
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
室

な
ど
を
設
け
る
ほ
か
、
屋
外
に
は
イ
ベ
ン
ト
に

も
利
用
で
き
る
芝
生
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

※�

完
成
予
想
図
に
あ
る
施
設
表
示
は
現
在
の

仮
称
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
で
、
正
式
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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問合せ

　

甲
賀
市
国
際
交
流
協

会
と
の「
甲
賀
市
災
害
時

多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
に
関
す
る
協

定
」締
結
式
が
２
月
18
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ（
甲
南
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
）で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時

に
日
本
語
の
理
解
が
困
難

な
外
国
人
に
対
し
、
多

言
語
で
の
情
報
提
供
や

外
国
人
支
援
の
た
め
の
包

括
的
な
活
動
拠
点
で
あ

る
甲
賀
市
災
害
時
多
言

語
情
報
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
、
国
際
交
流
協
会
が

有
す
る
人
材
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
し

て
実
施
す
る
た
め
の
も
の

で
、
県
内
初
の
取
り
組
み

で
す
。

　

今
後
は
、
両
者
の
さ
ら

な
る
連
携
に
よ
り
訓
練
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
重

ね
、
円
滑
な
外
国
人
支
援

が
で
き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

◉
協
力
の
範
囲

①�

外
国
人
に
必
要
な
災
害
情
報
等
の
多
言
語
翻
訳

お
よ
び
提
供
・
発
言

②�

外
国
人
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
電

話
お
よ
び
窓
口
対
応

③�

外
国
人
の
避
難
状
況
お
よ
び
避
難
所
の
実
態
把
握

の
た
め
の
巡
回

④�

外
国
人
が
避
難
し
て
い
る
避
難
所
運
営
へ
の
支
援

⑤�

そ
の
他
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
に
対
し
、
必
要

と
思
わ
れ
る
支
援
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市
民
協
働
の
拠
点
と
し
て
整
備 

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

甲
賀
市
と
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
が
協
定
を
締
結

「第７回ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞を受賞
� 大塚オーミ陶業株式会社

　

も
の
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
を
表
彰
す
る
「
第
７
回
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
」
の
最
高
賞
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
信
楽
町
に
あ
る
大
塚
オ
ー

ミ
陶
業
の
技
術
者
代
表
７
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

評
価
を
得
た「
立
体
的
製
陶
技
術
」

　

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
、
日
本
の
産
業
・
文
化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
、
も
の
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
各
世
代
の
う
ち
、
特

に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
顕
彰
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
４
分
野
の
中
の
、「
伝
統
技
術
の
応
用
部
門
」
で
受
賞
さ
れ
、

同
社
の
「
伝
統
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
立
体
的
製
陶
技
術
に
よ
る
文
化
財

の
複
製
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、
こ
の
「
立
体
的
製
陶
技
術
」

を
応
用
し
て
、
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
な
ど
の
文
化
財
や
芸
術
作
品
の
複
製
を

陶
板
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
を
複
製

　

特
別
史
跡
キ
ト
ラ
古
墳
は
、
奈
良
県

明
日
香
村
で
発
見
さ
れ
た
古
墳
で
、
発

掘
さ
れ
た
石
室
の
天
井
、
側
壁
に
は
天

文
図
や
四
神
な
ど
の
壁
画
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
文
化
庁
か
ら
の
依
頼
を
受
け

た
同
社
は
、
専
門
家
の
監
修
の
も
と
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
を
複
製
し
、
発
見
当
時
の

は
が
れ
か
け
た
漆
喰
の
ひ
び
割
れ
や
色
、

そ
の
大
き
さ
ま
で
全
て
の
姿
を
陶
板
で
忠

実
に
再
現
し
ま
し
た
。

　

陶
板
で
の
複
製
は
、
実
際
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
半
永
久
的
な
耐
久

性
も
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
外
で
の

展
示
活
用
を
は
じ
め
、
新
た
な
記
録
保

存
方
法
と
し
て
、
文
化
財
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熟
練
の
技
術
を
継
承
す
る

　

仕
事
の
ベ
ー
ス
は
「
人
」
と
い
う
考
え

か
ら
、
同
社
で
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
技
術
を
若
手
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
複
製
に
は
、
３
Ｄ
技
術
な

ど
最
新
の
技
術
も
活
用
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
精
巧
な
複
製
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
は
職
人
の
技
術
力
で
す
。
信
楽
で

育
ま
れ
て
き
た
伝
統
的
で
高
い
技
術
力

が
今
回
の
大
賞
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

問合せ 商工労政課 商工業振興係　TEL 69-2187　FAX 63-4087

「
立
体
的
製
陶

技
術
」の
特
長

①�

重
ね
焼
き
を
し
て

も
割
れ
な
い

②�

高
い
寸
法
精
度
を

保
ち
、
ゆ
が
み
が

生
じ
な
い
高
精
度

な
形
成
技
術
を
備

え
る

③�

色
彩
や
質
感
な
ど

に
つ
い
て
も
焼
成

工
程
で
発
色
す
る

釉ゆ
う

薬や
く

で
狙
い
通
り

に
仕
上
げ
る
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▲�完成予想図

▲�締結式での甲賀市国際交流協会  中島教芳会長（右）と岩永市長（左）

▲�受賞された７人の皆さん（左から溝内傳二さん、松井順さん、松原秀治さん、冨増佳晴
さん、林田慎市さん、横山一夫さん、北村武裕さん）

▲再現されたキトラ古墳石室内壁

写真提供：大塚オーミ陶業株式会社

▲技術者の精密な作業▲�大塚オーミ陶業（株）の大杉栄嗣社長（左）から複
製品の火焔土器の説明を受ける岩永市長（右）


